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新 規 か ん が い



 
（成瀬ダム）

◇新規利水対策案の概要
成瀬ダムにより、必要な開発量を確保する。
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◇対策案位置図◇対策案概要図

成瀬ダム

成瀬ダム完成予想図

施設名 ダム形式
ダム高
(m)

堤頂長
(m)

総貯水容量
(千m3)

湛水面積
(km2)

流域面積
(km2)

成瀬ダム ロックフィルダム 113.5 690 78,500 2.26 68.1

成瀬ダムの諸元

成瀬ダム容量配分図

ダム高

113.5m

堤頂標高

EL.534. 5m

基礎標高 EL.421.00m

最低水位 EL.465.30m

常時満水位 EL.518. 60m

サーチャージ水位 EL.527. 80m

堆砂容量 3,500 千 m3

洪水調節容量19,000 千 m3

利水容量 56,000 千 m3

流水の正常な機能の維持

26,500 千 m3

かんがい 28,300 千 m
3

水道 1, 200 千 m
3

（発電 56, 000 千 m3）

総貯水容量

78,500 千 m3

有効貯水容量

75,000 千 m3

新 規 か ん が い新規利水対策案＜かんがい＞ ①成瀬ダム案

かんがい用水補給区域（約10,050ha）
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岩見ダム

協和ダム
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：対象ダム

：国管理ダム

：県管理ダム



 

ダム高 

89.2m 

堤頂標高 

EL.510.2m 

基礎標高 EL.421.00m 

最低水位 EL.465.30m 

常時満水位 EL.503.50m 

堆砂容量      3,500 千 m3 

利水容量    30,240 千 m3 

総貯水容量 

33,740 千 m3 

有効貯水容量 

30,240 千 m3 

◇新規利水対策案の概要
成瀬ダムサイトに利水専用ダムを建設し、必要な開発量を確保する。

（利水専用ダム）

利水専用ダム容量配分図

施設名 ダム形式
ダム高
(m)

総貯水容量
(千m3)

新規かんがい専用ダム ロックフィルダム 89.2 33,740

 

田沢湖

大松川ダム

鎧畑ダム

玉川ダム

◇対策案位置図

利水専用ダム

◇対策案概要図

利水専用ダム平面図

利水専用ダム標準断面図

新規利水対策案＜かんがい＞ ②利水専用ダム案

かんがい用水補給区域（約10,050ha）
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皆瀬ダム

成瀬頭取工
皆瀬頭取工

新処頭取工（既存）

水路①

（10.8km）

水路②

（6.5km）

黒沢川

成瀬川

皆瀬川

 

 

基礎標高 EL.188.50m 

最低水位 EL.228.90m 

常時満水位 EL.261.80m 

サーチャージ水位 EL.262.40m 

堆砂容量      8,800 千 m3 

洪水調節容量 16,200 千 m3 

利水容量   33,300 千 m3 

かんがい   10,100 千 m3 

新規かんがい  23,200 千 m3 

発電      33,300 千 m3 

洪水期 （7/1～9/30） 

制限水位 EL.256.20m 

サーチャージ容量 1,600 千 m3 

非洪水期 （10/1～翌年 6/30） 

利水容量   47,900 千 m3 

かんがい   12,000 千 m3 

新規かんがい  25,100 千 m3

発電      47,900 千 m3

ダム高 

77.9m 

堤頂標高 

EL.266.4m 

◇新規利水対策案の概要
既設皆瀬ダムをかさ上げし、既設新処頭首工から取水を行い、導水路を新設して
成瀬頭首工上流へ導水することにより、必要な開発量を確保する。

田沢湖

玉川ダム

◇対策案位置図

◇対策案概要図

（皆瀬ダムかさ上げ）

皆瀬ダムかさ上げ

皆瀬ダムかさ上げ標準断面図

皆瀬川筋からの導水ルート図（新処頭首工～成瀬頭首工）

導水路17.3km

施設名 ダム形式
ダム高
(m)

総貯水容量
(千m3)

皆瀬ダム（かさ上げ） ロックフィルダム 77.9 58,300

皆瀬ダム 容量配分図（現在）

新規利水対策案＜かんがい＞ ③皆瀬ダムかさ上げ案

かんがい用水補給区域（約10,050ha）

導水路標準断面図

３

皆瀬ダム容量配分図（かさ上げ後）

大松川ダム

鎧畑ダム

 

岩見ダム
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：対象ダム

：国管理ダム

：県管理ダム

皆瀬ダム
1.40m

1.40m

0.30m 1:1

2.00m

（水路①）

2.00m

1.50m

0.30m 1:1

2.60m
（水路②）



◇新規利水対策案の概要
かんがい用水補給区域内に井戸を掘削し、ポンプにより地下水の揚水を行い、水田
並びにかんがい用水路へ導水することにより、必要な開発量を確保する。

◇対策案概要図

（地下水取水）

新 規 か ん が い

皆瀬頭首工

成瀬頭首工

雄物川

皆瀬川

新規かんがい

水需要地区

ポンプ1,186台を設
置して水田、かんが
い用水路へ導水

地下水取水位置図ポンプでの揚水補給イメージ

Ｐ

地下水

水田

水路

Ｐ

地下水

水田

水路

地下水取水施設の諸元

諸元

吐出し量 0.01m3/s

吐出し口径 Φ65mm

出力 3.7kW

新規利水対策案＜かんがい＞ ④地下水取水案
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田沢湖

玉川ダム

◇対策案位置図

地下水取水

かんがい用水補給区域（約10,050ha）
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